
プログラミング学習を活用した情報と数学の接続 

千葉県立船橋豊富高等学校 教諭 谷川 佳隆 

 

１．はじめに 

私が在籍する高校では，平成 4年度からいち

早く情報コースを立ち上げ，教科「情報」の始

まる 10年以上前から情報教育に取り組んでい

る普通科の高等学校である。数学と情報の免許

を持った教員が，コンピュータ教室で主に

Microsoft Visual Basic.NET を活用して，情報

コースの生徒に数学の授業でプログラミング学

習を取り入れた指導してきた。 

 

２．選択「情報 B」での主な指導内容 

ほとんどの生徒がプログラミングについて学

習することが初めてなので，簡単なプログラム

をたくさん作り慣れることを目標にしている。 

1 学期は，逐次処理と判断分岐だけの簡単な

プログラム作成を，2 学期は，反復繰り返しと

入れ子の条件判断を取り入れたプログラム作成

を，3 学期は，タイマーイベントを取り入れて，

数値や画像が動く動きのあるプログラム作成を

指導してきた。 

 

 

生徒は，半角全角のミスやスペルミスなどの

誤字や脱字によるミスで，つまずくことが多い。

指導者は，生徒がどこでつまずくのかを予測で

きると，指導がスムーズに進みやすい。つまず

いている生徒には，指導者だけでなく，もう課

題を終了した生徒に見てもらうことで，生徒同

士で学びあう環境ができる。 

プログラムの構造や処理手順の理解を深める

上でも，ドキュメント化やフロチャートートな

どによる図式化をする活動の大切さも，時間を

掛けて指導ができるとよいと感じた。 

３．選択「数学Ⅱ」での主な指導内容 

数学Ⅱでは，2 年次に学習したプログラミン

グ能力を活用して数学の課題を解くための自作

ソフトを作成する。 

1 学期は 1 次方程式の解・2 次方程式の解

と，1 次関数のグラフ・2 次関数のグラフなど

を，2 学期は度数法と弧度法の変換，三角関数

のグラフと高次関数のグラフの表示などを，3

学期は積分・定積分の計算と積分と区分求積分

の表示などについて指導してきた。 

 

 

 

自作したソフトが正しく動くことで，プログ

ラミングの楽しさを実感できる。自作ソフトを

作成しながら数学的な概念が身につき，自作ソ

フトで課題を解くことでプログラムの利活用方

法を体感する。 

４．おわりに 

教科「情報」が既存の教科と接続することは

情報社会においても有意義である。中学の新教

育課程で技術・家庭科で「プログラムと計測・

制御」を学んだ生徒に，高校の情報でプログラ

ミング学習を引き続き指導されることを望む。 


